















 気象庁は 1989 年 7 月から， Regional 












望ましいが(Ito et al. 2015)，現在，気象庁で











公開されている RSMC Tokyo の年報 Annual 
Report on the Activities of RSMC Tokyo(1989






 環境場の物理量に対する検証は 2008 年以降
に対して行う．これは現在と同じ水平格子点間
隔 20 km 相当の GSM が予報に用いられているよ




モデル(水平格子点間隔 0.5 度; 3 次元変分法)
の結果を利用している(Usui et al. 2016)．水
平風の鉛直シアは Ueno and Kunii (2009)に基
づき，850 hPa と 200 hPa における水平風ベク
トルの差を GSM に現れた台風中心から 300 km
以内で平均したものと定義する．海面水温には
MGDSST，海洋表層水温は Lin et al. (2013)と
同様に台風通過 2 日前における海面から水深
100 m までの深さの平均水温(T100)で代表させ
る．PIとしては Emanuel (1986)が提案し Bister 
and Emanuel (1998)によって補正されたもの(以
後，E-MPI と呼ぶ)と，E-MPI における海面水温
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ここでは *max , , , , , , ,k D p e eV T C C C PT T はそれぞれ，最
大風速・温度・海面熱交換係数・海面摩擦係数・
定圧比熱・飽和相当温位・相当温位・気圧を表










































図 1. RSMC Tokyo による台風予報の誤差 (a)進路予報 (b) 中心気圧予報 (c) 最大風速予報．1992


















の急発達事例の増加である．図 3は RSMC Tokyo
ベストトラックデータに基づく台風急発達イベ
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